
(1)「豊かな人間性と
社会性」と「健やかな
体」の育成

親子のふれあい、道徳教育、環境学習、食育、読書
活動、復興教育などの推進

(2)「生涯を通じて学
び続ける力」の育成

生涯学習に関する情報提供やプログラム開発・普及
等の推進

(3)「社会への旅立
ち」の支援

インターンシップや職場体験、キャリアカウンセリ
ングによる職業能力・意欲の習得、就労等の支援を
推進

(4)「社会参画」の機
会拡大

ボランティアや地域活動への参加促進、消費者教育
等の充実

(5)困難を抱える子
供・若者とその家族へ
の支援

ニート、ひきこもり、学校不適応、発達障がいなど
のほか、様々な困難を抱える青少年やその家族への
支援の仕組みの充実

(1) 地域ぐるみの「子
育て」支援

地域の子育て拠点の充実等のほか、親子が楽しく触
れ合う機会の提供や「いわて家庭の日」などの県民
運動を推進

(2) 「ふるさと」を知
り「地域」を体験する
活動の支援

地域活動への参加促進のほか、豊かな体験活動の充
実

(3) 「世代間・地域
間」等の多様な交流の
促進

世代間・異年齢間の交流体験の充実、国際理解の推
進

(4) 「ワーク・ライ
フ・バランス」の推進

家庭と仕事の両立支援の推進

(5) 「青少年団体活
動」の支援

青少年活動交流センターを通じた青少年団体活動の
支援充実

(1) 「青少年の居場所づ
くり」の推進

各種相談体制の充実を図るほか、青少年が自由に集
える居場所づくりの促進

(2) 「安全・安心」な
地域社会づくりの推進

家庭、学校、地域、行政が連携した防犯意識の啓発
や見守り活動の推進や関係機関の緊密な連携による
児童虐待防止の推進

(3) 「非行防止活動」
の推進

非行防止活動や薬物乱用防止活動の推進

(4) 子供・若者を取り
巻く有害環境等への対
応

青少年を取り巻く有害環境の浄化、青少年・大人双
方のメディアリテラシーの向上やフィルタリングの
普及啓発

(1) 若者間のネット
ワーク構築の促進

若者間の交流とネットワークづくりや若者の情報発
信などによる活動参画を促進

(2) 若者の活躍を支援
する仕組の充実

若者団体自らが実施する復興や地域づくり等の取組、
高等教育機関と連携した地域づくり・人づくり、若
者の起業を支援

３ 青少年を事件・事故から守る環境づくり

１ 個性や主体性を発揮して自立した活動ができる環境づくり

２ 愛着を持てる地域づくり

４ 若者が活躍できる環境づくり

ア こどもや若者の意見を聴いて施策への反映を進めていきます
イ こどもの権利に関する理解促進や人権教育を推進します
ウ 生まれ育った環境に関わらず成長できる社会をつくります

ア 結婚・家庭・子育てに希望を持てる環境づくりを推進します
イ 安全・安心な出産環境を整備します
ウ 多様な保育サービスの充実を図ります

ア 地域やコミュニティにおいて、学校と家庭、住民が協働して子どもの育ちと学びを支えます
イ 児童生徒の豊かな学力を育みます【知育】
ウ 児童生徒の豊かな人間性と社会性を育みます【徳育】
エ 児童生徒の豊かな体を育みます【体育】
オ 共に学び、共に育つ特別支援教育を進めます
カ いじめ問題などに適切に対応し、一人ひとりがお互いを尊重する学校をつくります
キ 児童生徒が安全に学ぶことができる教育環境の整備を進めます
ク 地域に貢献する人材を育てます

ア 個性や主体性を発揮して自立した活動ができる環境づくりを推進します
イ 愛着を持てる地域づくりを推進します
ウ 青少年を非行や事故から守る環境づくりを推進します
エ 若者が活躍できる「環境づくり」を推進します

ア こどもの貧困の解消に向けた対策を推進します
イ 児童虐待防止対策を推進します
ウ 社会的養育体制の充実を図ります
エ ひとり親家庭の自立を支援します
オ ヤングケアラーの支援体制を構築します

ア 安心して子どもを生み育てられる環境をつくります
イ 心身ともに健やかに生活できる環境をつくります
ウ 必要に応じた医療を受けることができる体制を充実します
エ 事故や犯罪が少なく、安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます
オ 仕事と生活を両立できる環境をつくります
カ 快適で豊かな暮らしを支える生活環境をつくります
キ 地域の暮らしを支える公共交通を守りつながりや活力を感じられる地域コミュニティを目指します
ク 性別や年齢にかかわらず活躍できる社会をつくります
ケ 女性・若者・障がい者などの職業能力開発を支援します
コ 若い世代の県内就業を促進し、Ｕ・Ｉターンを推進します

ア 被災によるトラウマ等を抱えるこどもや保護者を支援します
イ 被災児童が安心して学べる環境を支援します

１ こども・若者の権利を保障し、最善の利益を図る

２ こどもの将来にわたるスタートのための支援を推進する（誕生前から幼少期まで）

３ こどもの健やかな成長を支援する（学童期・思春期）

４ 健全で自立したこどもを育み、若者の活躍を支援する（青年期）

５ 困難な状況に置かれているこども、子育て世帯を支援する

６ こども・家族が健やかに暮らせる社会環境づくりを推進する

７ 東日本大震災津波の影響を受けたこどもや保護者を支援する

いわて青少年育成プラン（2020～2024） （仮称）いわてこどもプラン（2025～2029）（素案）
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